
品
す
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
美
術
の
部
門
は
あ
ま
り
振
わ

ず
、
日
本
画
で
平
福
百
穂
の
「
鴨
」
（
六
曲
半
双
）
が
、
西
洋
画
で
新
帰
朝
者
太

田
喜
二
郎
の
「
赤
い
日
傘
」
、
彫
刻
で
同
じ
く
新
帰
朝
者
水
谷
鉄
也
の
「
ス
ペ
イ

ソ
の
踊
子
」
な
ど
が
注
目
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
本
校
と
し
て
は
教
育
学
芸

館
に
校
名
額
一

、
敷
地
建
物
平
面
図
一

、
校
舎
お
よ
び
各
教
室
写
真
十
一
を
出

陳
し
た
。

校
舎
改
築
工
事
落
成

（
口
絵
図
ー
、
図
2
参
照
）

明
治
四
十
年
度
に
着
工
し
た
本
校
の
改
築
工
事
は
大
正
三
年
三
月
三
十
一
日

を
以
て
落
成
を
告
げ
、
同
年
四
月
二
日
の
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
式
に
お
い
て

落
成
式
と
一
般
へ
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。
本
工
事
は
文
部
省
建
築
課
が
直
接
計

画
監
督
し
た
も
の
で
あ
り
、
落
成
式
に
お
い
て
柴
垣
文
部
省
建
築
課
長
は
工
事

の
概
要
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

本
日
東
京
美
術
學
校
改
築
工
事
の
落
成
式
を
畢
げ
ら
る
4

に
際
し
、
工
事

施
行
の
顛
末
を
報
告
す
る
は
、
小
官
の
光
榮
是
に
過
ぎ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

抑
本
工
事
は
、
明
治
四
十
年
度
よ
り
四
十
三
年
度
に
至
る
搬
績
事
業
と
し
て

豫
算
を
公
布
せ
ら
れ
、
豫
算
額
を
参
拾
壼
萬
六
千
八
百
煎
拾
圃
と
定
め
ら
れ

た
り
。
然
る
に
明
治
四
十
四
年
二
月
火
災
の
為
め
、
更
に
拾
壺
萬
七
千
九
百

九
拾
圃
を
追
加
し
、
縮
豫
算
額
を
四
拾
参
萬
六
千
八
百
拾
園
と
改
定
し
、
緞

績
年
限
を
大
正
二
年
度
ま
で
延
長
せ
ら
れ
た
り
。
右
豫
算
額
中
よ
り
、
設
備

費
及
事
務
費
を
控
除
す
る
と
き
は
、
建
策
費
豫
算
額
は
参
拾
四
萬
八
千
四
百

五
拾
九
圃
八
拾
錢
な
り
。

本
工
事
は
、
明
治
四
拾
年
七
月
着
手
し
、
エ
藝
部
校
舎
の
建
築
を
終
り
、

③
 

美
術
部
校
舎
の
建
第
中
、
藷
校
舎
の
本
館
を
燒
失
せ
し
た
め
、
全
然
設
計
を

斐
更
す
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
り
、
且
事
業
繰
延
の
為
め
継
績
年
限
を
延

長
せ
ら
れ
、
前
後
七
年
の
歳
月
を
罷
て
、
本
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
全
く

竣
功
を
告
ぐ
る
に
至
れ
り
。
其
建
築
せ
し
建
物
は
、
煉
瓦
造
二
階
建
百
拾
五

坪
、
木
造
二
階
建
一
千
三
百
六
十
ー
一
坪
、
同
平
家
建
七
百
八
拾
八
坪
に
し

て
、
其
一
坪
嘗
り
の
エ
費
は
、
美
術
部
本
館
木
造
二
階
建
煎
百
戴
拾
壺
圃
、

同
郡
校
舎
煉
瓦
造
二
階
建
賦
百
九
拾
戴
園
、
木
造
二
階
建
百
参
拾
八
圏
、
エ

藝
部
本
館
及
校
舎
木
造
二
階
建
百
六
拾
圃
に
相
嘗
し
、
又
建
築
費
の
穂
決
算

額
は
、
参
拾
四
萬
八
千
四
百
五
拾
参
圃
八
拾
壼
錢
な
り
。

本
工
事
の
施
行
に
付
て
は
、
文
部
技
師
久
留
正
道
氏
建
築
課
長
と
し
て
専

ら
其
衝
に
嘗
り
し
に
明
治
四
十
四
年
十
一
月
病
氣
の
為
め
退
官
し
、
小
官
其

後
任
を
命
ぜ
ら
る
。

文
部
技
官
鳥
海
他
郎
氏
は
、
嘗
初
よ
り
工
事
の
設
計
及
監
督
に
従
事
し
、

又
其
設
計
に
付
て
は
、
本
校
教
授
大
澤
三
之
助
、
古
宇
田
質
、
雨
氏
の
援
助

を
受
け
た
る
も
の
少
か
ら
ず
。

前
述
の
如
く
工
事
の
施
行
七
箇
年
の
久
し
き
に
亘
り
た
る
た
め
、
最
初
竣

功
せ
し
建
物
の
如
き
は
、
既
に
修
繕
を
要
す
る
に
至
り
た
る
個
所
少
か
ら
ざ

る
は
、
落
成
式
の
畢
行
に
際
し
、
洵
に
遺
憾
に
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

（『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
三
巻
第
五
号
、
開
校
満
二
十
五
年
紀

こ
の
大
規
模
な
改
築
工
事
の
結
果
、
構
内
の
様
相
は
一
変
し
、
研
究
、
教
育

設
備
は
以
前
よ
り
遥
か
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
改
築
を
可
能
に
し

た
の
は
明
治
四
十

一
年
三
月
に
帝
国
図
書
館
の
土
地
三
七

0
0坪
お
よ
び
煉
瓦

念
号
）

第 2卒制度改革期 584



造
二
棟
、
木
造
一
棟
が
本
校
所
管
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に

本
校
敷
地
に
公
園
か
ら
桜
木
町
へ
抜
け
る
道
路
が
新
設
さ
れ
、
敷
地
が
二
分
さ

れ
た
か
た
ち
と
な
っ
た
。
恐
ら
く
今
日
の
よ
う
に
車
の
往
来
の
激
し
い
世
の
中

に
な
る
と
は
当
時
の
関
係
者
は
誰
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

工
事
は
ま
ず
旧
帝
国
図
書
館
敷
地
に
洋
風
木
造
二
階
建
て
校
舎
二
棟
（
工
芸

部
校
舎
と
化
学
室
）
を
築
造
す
る
こ
と
と
し
、
四
十
一
年
工
事

に
着
手
し
、
四

十
二
年
五
月
完
成
し
て
図
案
、
金
工
、
鋳
造
、
漆
工
の
諸
科
が
工
芸
部
校
舎
に

引
き
移
り
、
ま
た
、
化
学
室
も
新
築
教
室
に
移
っ
た
。
図
画
師
範
科
は
本
館
二

階
に
教
室
が
あ
っ
た
た
め
、
四
十
四
年
の
火
災
で
大
ぎ
な
損
害
を
受
け
た
が
、

そ
の
後
、
工
芸
部
校
舎
二
階
へ
移
っ
た
。
次
い
で
四
十
二
年
に
撃
剣
柔
術
道
場

が
新
築
さ
れ
、

四
十
三
年
五
月
に
木
造
二
階
建
本
館
（
い
わ
ゆ
る
美
術
部
校
舎
）

の
工
事
に
着
手
し、

大
正
二
年
三
月
落
成
し
た
。
さ
ら
に
、
本
館
の
横
に
煉
瓦

造
二
階
建
一
棟
（
は
じ
め
講
義
室
。
の
ち
に
図
案
科
第
二
部

合
建
築
装
飾
》
教
室
と
な

る
。
）
そ
の
他
が
建
設
さ
れ
、
大
正
三
年
三
月
に
至
り
、
工
事
が
終
了
し
た
。

美
術
部
校
舎
は
平
面
図
が
田
の
字
型
の
木
造
二
階
建
で
、
後
の
部
分
は
日
本

画
、
西
洋
画
、
彫
刻
の
三
科
の
教
室
と
し
、
前
面
に
当
た
る
一
棟
は
旧
校
舎
本

館
を
移
し
改
築
し
て
事
務
室
や
教
室
、
講
堂
に
充
て

る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
後
の
部
分
は
四
十
四
年
二
月
に
大
半
落
成
し
た
が
、
同
年
同
月
、
旧
校
舎

本
館
の
方
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
改
め
て
予
算
を
請
求
し
て
新
築
し
た

の
で
あ
っ
た
。
前
記
報
告
に
、
火
災
に
よ
っ
て
全
然
設
計
を
変
更
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
と
あ
る
の
は
こ
の
新
築
し
た
一
棟
の
こ
と
で
あ
る
が
、
設
計
図

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
八
巻
第
八
号
）
と
完
成
し
た
建
物
と
を
比
べ
て

み
る
と
、
外
観
に
関
し
て
は
設
計
の
変
更
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
校
舎
は
昭
和
四
十
七
年
に
取
り
毀
さ
れ
、
今
で
は
そ
の
玄
関
部
分
が
移

築
保
存
さ
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
が
、
完
成
当
時
は
和
洋
折
衷
の
新
建
築
と
し

て
注
目
を
集
め
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い

る。

本
校
新
築
校
舎
挿
聾
の
暑
解

東
京
美
術
學
校
校
舎
の
中
、
所
謂
美
術
部
な
る
日
本
甕
、
西
洋
霊
、
彫
刻

の
三
科
の
教
室
は
、
去
る
明
治
四
十
四
年
の
二
月
に
、
大
半
は
落
成
し
た
の

で
、
同
年
同
月
の
火
災
後
は
、
引
績
い
て
之
を
使
用
し
て
授
業
し
来
っ
た
の

で
あ
る
が
、
其
正
面
と
な
る
べ
き
玄
閥
付
の
一
棟
は
、
今
回
漸
く
竣
成
し

て
、
去
る
三
月
よ
り
使
用
す
る
こ
と
4

な
り
、
校
長
室
、
各
事
務
室
、
各
敦

室
も
之
れ
で
悉
く
配
置
を
終
っ
た
の
で
あ
る
。
郎
ち
此
建
築
の
全
罷
を
平
圏

に
て
眺
め
れ
ば
、
丁
度
「
田
」
の
字
の
形
を
し
て
居
る
二
階
造
で
あ
る
。
そ

こ
で
今
度
竣
成
し
た
玄
開
付
の
一
棟
は
、
即
本
校
々
舎
正
面
の
全
罷
で
、
本

紙
中
に
挿
入
し
た
や
う
な
形
で
あ
っ
て
、
和
洋
折
衷
の
建
築
で
あ
る
。

初
め
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は
、
本
校
の
建
築
に
方
つ
て
は
、
せ
め
て
玄

閥
付
の
一
棟
だ
け
で
も
、
幾
分
本
邦
建
築
の
特
色
を
見
せ
た
い
と
い
ふ
考

で
、
明
治
四
十
三
年
の
二
月
に
職
員
中
に
改
築
商
議
委
員
と
い
ふ
も
の
が
公

然
設
け
ら
れ
、
高
村
〔
光
雲
〕
、
岩
村
〔
透
〕
、
福
井
〔
信
之
進
〕
、
和
田
〔
英

作〕
、
大
澤
〔
三
之
助
〕
、
古
宇
田
〔
実
〕
の
諸
教
授
が
之
に
任
命
さ
れ
て
、

種
々
協
議
を
凝
ら
し
た
結
果
、
古
く
は
奈
―
艮
朝
風
か
ら
其
後
の
も
の
を
樹
酌

し
、
洋
風
建
築
を
も
加
味
し
た
一
種
明
治
式
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
作
ら

ん
と
し
て
案
を
立
て
、
暑
圏
を
作
っ
て
、
之
を
文
部
省
へ
申
請
し
て
、
愈
此

案
に
依
つ
て
建
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
同
省
建
築
課
の

鳥
海
〔
他
郎
〕
技
師
監
督
の
下
で
、
明
治
四
十
五
年
の
春
か
ら
建
築
に
取
掛

つ
て
、
今
年
の
三
月
全
く
工
を
竣
っ
た
の
で
あ
る
。
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館
の
立
退
跡
全
部
を
本
校
と
し
て
授
業
を
始
め
て
か
ら
、
丁
度
二
十
五
年
目

造
は
、

・今
そ
の
構
造
の
大
略
を
説
明
す
れ
ば
、
先
づ
正
面
玄
閥
の
馬
車
廻
し
は
、

三
段
の
石
段
で
、
其
上
に
建
て
ら
れ
た
の
は
、
家
根
は
入
母
屋
造
り
で
、
柱

は
中
膨
れ
の
奈
―
艮
朝
風
丸
柱
八
本
、
之
に
虹
梁
を
架
し
、
箱
様
木
鼻
を
つ

け
、
墓
股
の
中
へ
は
竹
内
〔
久
一
〕
数
授
の
彫
刻
に
成
れ
る
、
極
彩
色
の
浪
模

〔相
〕

様
を
組
合
し
た
賓
草
華
を
嵌
め
込
み
、
墓
股
の
上
に
は
雲
形
肱
木
が
あ
る
。

丸
柱
の
上
は
斗
を
組
む
で
雲
形
肱
木
で
虹
梁
を
受
け
、
垂
木
は
角
、
天
井
は

格
天
井
で
、
悉
く
欅
製
素
地
の
ま
4

で
あ
る
。
突
営
り
の
虞
の
丸
柱
の
間
一
―
―

ヶ
所
に
は
欅
素
地
の
唐
戸
（
観
昔
開
き
六
枚
）
を
付
し
、
之
よ
り
内
部
は
檜

素
地
作
り
で
是
亦
格
天
井
で
あ
る
。
斯
う
い
ふ
作
り
で
あ
る
か
ら
玄
閥
は
な

か
／
＼
凝
っ
た
も
の
で
、
ま
た
人
目
を
惹
く
の
で
あ
る
。
學
校
の
建
築
と
し

て
は
他
に
比
類
を
見
な
い
と
い
ふ
て
も
過
言
で
あ
る
ま
い
。

さ
て
又
間
取
り
を
陳
ぶ
れ
ば
、
此
新
築
一
棟
の
階
下
は
、
玄

闊

よ

り

左

は
、
順
次
に
数
務
掛
室
、
庶
務
掛
室
、
校
長
室
、
講
義
室
と
い
ふ
繹
で
、
右

の
方
は
應
接
室
か
ら
、
階
段
を
挟
ん
で
會
計
掛
室
と
彫
刻
科
標
本
室
と
で
あ

る
。
此
階
段
が
ま
た
日
本
風
で
、
親
柱
に
は
錨
銅
の
擬
賓
珠
を
装
ひ
、
勾
欄

が
付
い
て
ゐ
る
欅
製
で
あ
る
。
之
を
登
れ
ば
會
計
室
の
上
が
西
洋
聾
数
官
室

と
、
其
隣
り
が
同
科
の
数
室
で
あ
る
。
階
段
左
側
の
一
室
（
即
玄
闊
上
）
は

床
に
深
緑
色
の
リ
ノ
リ
ウ
ム
を
敷
き
つ
め
、
是
亦
一
切
檜
素
地
作
り
、
日
本

風
を
主
と
し
た
室
で
、
折
上
げ
格
天
井
で
あ
る
。
其
隣
り
が
日
本
聾
数
官
室

と
同
科
数
室
で
あ
る
。

本
校
の
新
築
校
舎
は
以
上
の
如
く
で
あ
っ
て
、
其
坪
敷
は
二
百
廿
坪
、
構

（
マ
マ
）

一
口
に
い
へ
ば
和
洋
折
衷
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
。
玄
閥
な
ど
は
全
く

日
本
風
で
あ
る
。
敷
へ
て
見
る
と
明
治
二
十
二
年
の
二
月
か
ら
、
数
育
博
物

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
二
巻
第
一
号
）

新
建
築
印
象
記
（
八
）
黒
田
鵬
心

東
京
美
術
學
校
本
館

東
京
美
術
學
校
の
敷
地
は
、
上
野
公
園
の
道
路
改
正
の
豫
定
は
、
現
在
の

、、

、

表
門
か
ら
裏
門
ま
で
く
の
字
形
の
道
路
が
つ
く
事
に
な
っ
た
。
其
の
結
果
學

校
の
敷
地
は
道
路
の
為
め
に
二
分
せ
ら
れ
、
藷
本
館
は
移
轄
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
現
在
の
本
館
の
後
部
を
先
づ
作
り
、
其
の
前
に
奮

本
館
を
改
造
し
て
附
け
る
計
聾
が
出
来
た
。
然
る
に
四
十
四
年
二
月
菩
本
館

は
火
を
失
し
燒
け
て
了
っ
た
の
で
、
営
時
建
築
中
で
あ
っ
た
現
在
の
本
館
後

部
の
工
を
急
ぎ
、
四
十
四
年
三
月
竣
工
し
た
。
而
し
て
一
方
で
は
其
の
前
に

附
け
る
べ
き
曹
本
館
が
燒
失
し
た
の
で
、
全
然
新
し
い
建
物
を
附
け
る
や
う

〔
一
1

-

〕

設
計
し
、
四
十
五
年
五
月
起
工
し
、
大
正
二
年
一
月
竣
工
し
た
。
本
文
は
こ

の
最
も
新
し
い
部
分
を
主
題
と
し
て
草
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

燒
け
た
奮
本
館
を
改
造
す
る
の
と
違
っ
て
、
全
然
新
築
す
る
の
で
あ
る
か

ら
設
計
は
自
由
に
出
来
た
繹
で
あ
る
。
直
接
の
設
計
者
は
文
郡
技
師
工
學
士

鳥
海
他
郎
氏
で
あ
る
が
、
大
儒
の
考
は
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
の
頭
か
ら
出
た

も
の
で
あ
る
。
又
別
に
學
校
に
秒
い
て
新
築
に
開
す
る
委
員
が
出
来
、
古
宇

田
、
高
村
、
岩
村
、
揺
井
、
和
田
の
諸
氏
が
こ
れ
を
啜
托
せ
ら
れ
、
種
々
研

究
の
上
、
先
づ
古
宇
田
買
氏
が
二
百
分
一
の
ス
ケ
ッ
チ
、
デ
ザ
イ
ン
を
作

り
、
そ
れ
が
可
い
と
な
っ
て
鳥
海
氏
の
手
に
移
っ
た
繹
で
あ
る
。
だ
か
ら
大

腔
の
格
好
、
各
室
の
配
置
等
は
委
員
主
と
し
て
古
宇
田
氏
の
手
に
な
っ
た
の

で
あ
る
が
、
細
部
は
勿
論
、
現
場
に
営
つ
て
は
全
然
鳥
海
氏
の
設
計
に
な
る

で
斯
の
如
き
新
築
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
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も
の
で
あ
る
。

練
二
階
建
で
、
坪
敷
は
二
百
廿
一
坪
五
、
外
に
玄
閥
八
坪
、
エ
費
は
約
六

萬
園
、
全
部
木
造
で
、
車
寄
が
石
造
の
壇
に
な
っ
て
ゐ
る
の
と
、
外
壁
の
下

に
少
し
煉
瓦
が
用
ひ
て
あ
る
位
の
も
の
で
あ
る
。
屋
根
は
二
階
及
玄
開
は
瓦

葺
、

一
階
は
銅
板
を
張
つ
て
あ
る
、
玄
閲
丈
け
が
本
瓦
葺
で
、
他

は
棧
瓦

葺
、
瓦
は
参
河
製
で
あ
る
。

エ
レ
ペ

ー
ツ
・
ン

正
面
の
立
面
は
、
先
づ
中
央
に
大
き
な
入
母
屋
造
が
あ
り
左
右
に
切
妻

造
が
延
び
て
雨
端
が
又
入
母
屋
造
と
な
っ
て
ゐ
る
。
但
し
左
右
は
破
風
の
方

を
正
面
に
見
せ
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
中
央
に
玄
翡
を
つ
け
、
正
面
に
破
風
を

持
っ
た
屋
根
に
し
て
あ
る
。
全
個
の
格
好
は
中
央
の
大
き
な
入
母
屋
造
で
先

シ
ム
メ
ト
リ
カ
ル

づ
全
憫
を
統
一
し
、
左
右
均
齊
に
左
右
に
延
び
、
左
右
は
破
風
を
見
せ
、
中

央
の
前
に
も
破
風
を
つ
け
た
所
は
相
営
に
愛
化
も
あ
り
、
各
部
の
釣
合
も
よ

く
、
大
閣
成
功
し
た
と
云
つ
て
よ
か
ら
う
。
殊
に
軒
の
出
が
比
較
的
深
い
の

は
い
4

印
象
を
典
へ

、
軒
の
反
り
も
適
度
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
特
に
見
る
べ
き
も
の
は
玄
開
で
あ
る
、
前
面
に
四
本
の
可
な
り

太
い
園
柱
を
並
べ

、
其
圃
柱
に
は
少
許
の
ヱ
ソ
タ
ッ
ス
を
つ
け
、
柱
脚
に
は

石
造
の
蓮
辮
を
附
し
、
上
に
は
三
斗
の
組
物
を
用
ひ
て
ゐ
る
が
、
大
斗
に
は

皿
板
を
有
し
、
宜
肘
木
は
雲
形
を
し
て
ゐ
る
。
虹
梁
に
は
袖
切
を
施
し
、
其

の
鼻
を
繰
つ
て
あ
る
。
又
虹
梁
の
上
に
は
墓
股
を
つ
け
、
股
の
内
に
は
牡
丹

唐
草
の
彫
刻
（
竹
内
久
一
氏
作
）
を
附
け
て
あ
る
。
而
し
て
此
四
本
の
柱
は

開
放
し
と
な
し
、
其
奥
に
叉
四
本
の
柱
を
並
べ
そ
れ
に
戸
が
つ
い
て
居
り
、

エ
レ
ペ
ー

シ
●
ソ
ヂ
テ
ー
ル

其
天
井
は
格
天
井
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
玄
閥
の
立
面
、
細
部
共
に
大
騰

非
難
す
べ
き
黙
な
く
、
柱
は
少
し
細
す
ぎ
る
か
と
思
ふ
が
エ
ン
タ
ッ
ス
が
面

白
く
、欅
の
地
色
と
木
理
と
が
如
何
に
も
美
し
い
。
又
墓
股
の
曲
線
も
よ
し
、

な
く
、
さ
つ
ば
り
し
て
上
品
で
あ
る
。
次
に
見
る
べ
き
所
は
、
玄
闊
の
右
手

来
賓
室
も
折
上
天
井
で
あ
る
が
、
総
檜
材
の
素
地
の
儘
で
、
別
に
装
飾
は

78
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の
机
に
も
格
狭
間
の
透
し
が
あ
り
、
日
本
風
の
金
具
が
附
け
て
あ
る
。

第14節

宗
風
の
柱
礎
を
有
し
、
戸
、
窓
の
下
に
は
格
狭
間
を
附
し
て
あ
る
し
、
敷
百

組
物
の
形
も
悪
く
な
い
が
、
虹
梁
の
袖
切
が
少
し
目
立
ち
す
ぎ
る
の
と
、
墓

股
内
の
彫
刻
丈
け
彩
色
を
施
し
た
の
が
、
全
證
さ
つ
ば
り
し
た
木
の
素
地
の

色
と
調
和
し
て
ゐ
な
い
の
と
が
小
鋏
貼
か
と
思
ふ
。

ブ
ラ
ソ

平
面
は
玄
開
を
入
っ
て
、
員
直
と
左
右
と
に
廊
下
が
あ
り
、
右
手
に
は
ぢ

き
に
階
段
が
あ
り
、
上
る
と
左
右
に
廊
下
が
延
び
、
中
央
に
は
手
前
に
末
賓

室
、
奥
に
講
堂
を
配
置
し
、
左
右
の
廊
下
は
何
れ
も
後
部
に
折
れ
て
、
藷
館

〔
明
治
四
十
四
年
落
成
部
分
〕
と
接
合
し
更
ら
に
後
部
を
廻
り
、
講
堂
を
四

方
か
ら
と
り
園
み
、
四
方
か
ら
講
堂
に
入
れ
る
様
に
な
っ
て
ゐ
る
。

講
堂
は
長
方
形
で
、
柱
に
よ
っ
て
前
後
二
部
に
分
た
れ
、
宛

も

寺

の

内

陣
、
外
陣
の
観
を
な
し
て
ゐ
る
。
今
瑕
り
に
内
外
陣
の
稲
を
用
ふ
る
と
、
外

陣
は
全
部
―
つ
の
折
上
格
天
井
で
、
内
陣
は
更
に
三
部
に
分
た
れ
、
三
つ
が

別
々
に
折
上
格
天
井
に
な
り
、
外
陣
よ
り
は
少
し
細
く
な
っ
て
ゐ
る
。
又
柱

頭
に
は
三
斗
組
が
あ
り
、
柱
間
に
は
虹
梁
を
わ
た
し
、
そ
れ
に
組
様
、
繰
形

を
施
し
、
更
に
大
瓶
束
を
つ
け
て
あ
る
。
而
し
て
之
れ
等
の
柱
、
虹
梁
、

束
、
組
物
、
格
縁
、
窓
枠
等
は
す
べ
て
濃
い
代
赫
色
に
塗
つ
て
あ
る
の
で
、

其
表
現
は
玄
開
な
ど
と
違
つ
て
梢
重
く
る
し
く
、
寺
臭
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

之
は
余
の
趣
味
か
ら
は
素
地
の
ま
4
が
よ
か
っ
た
と
思
ふ
。
重
い
感
じ
の
割

に
卑
し
く
安
つ
ぽ
い
感
じ
も
す
る
。
猶
内
陣
中
央
は
一
壇
高
く
な
っ
て
ゐ

て
、
そ
れ
に
勾
欄
が
つ
く
様
に
な
っ
て
ゐ
る
の
だ
相
で
あ
る
、
愈
々
本
尊
が

必
要
と
な
る
繹
だ
。
猶
講
堂
の
細
部
を
見
る
と
、
中
間
の
柱
は
角
柱
で
、
稗

大正 3年



を
上
る
勾
欄
式
の
階
段
で
、
其
の
親
柱
に
は
唐
金
の
擬
賓
珠
が
つ
け
て
あ

る。
此
の
建
築
を
様
式
の
方
か
ら
見
る
と
、
大
謄
は
和
洋
折
衷
で
あ
る
が
、
外

の
格
好
は
寧
ろ
日
本
風
で
あ
る
、
即
ち
屋
根
は
殆
ん
ど
日
本
風
で
、
壁
、
窓

等
が
西
洋
風
に
な
っ
て
ゐ
る
。
内
部
は
寧
ろ
西
洋
風
で
あ
る
が
、
廊
下
の
上

の
方
に
出
て
ゐ
る
肘
木
と
か
、
階
段
の
勾
欄
と
か
、
叉
講
堂
、
来
賓
室
等
は

日
本
風
で
あ
る
。
殊
に
玄
開
は
日
本
風
が
主
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
ら
の
日
本

風
た
る
や
、
細
部
に
つ
い
て
み
る
と
殆
ん
ど
各
時
代
の
特
色
を
持
つ
て
ゐ

る
。
先
づ
柱
に
ニ
ン
タ
シ
ス
の
あ
る
事
や
、
肘
木
の
雲
形
な
の
は
飛
鳥
時

代
、
玄
開
の
柱
脚
に
あ
る
蓮
辮
は
藤
原
時
代
、
勾
欄
の
擬
賓
珠
、
講
堂
の
柱

脚
は
鎌
倉
時
代
、
殊
に
柱
脚
は
禰
宗
風
を
帯
び
、
虹
梁
の
袖
切
や
、
大
瓶
束

は
天
笠
様
で
あ
る
。
叉
墓
股
の
彫
刻
は
桃
山
時
代
或
は
徳
川
時
代
の
特
色
を

〔具〕

持
つ
て
ゐ
る
。
か
く
敷
へ
来
る
と
、
殆
ん
ど
各
時
代
の
特
色
を
各
所
に
供
へ

、

一
口
に
日
本
風
と
云
つ
て
も
、
何
時
代
の
様
式
だ
と
き
め
る
事
は
出
来
な

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、、

、
、
、
、
、

い
。
云
は
ゞ
各
時
代
の
特
色
を
各
所
に
配
し
た
一
種
新
し
い
綜
合
的
様
式
で

あ
る
。
而
し
て
其
の
多
種
多
様
な
特
色
は
、
ま
づ
大
憫
に
於
い
て
大
な
る
破

綻
な
く
綜
合
調
和
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

斯
る
折
衷
式
、
寧
ろ
日
本
風
を
主
と
し
た
公
共
建
築
は
明
治
の
初
年
か
ら

少
し
づ
4

試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
余
の
記
憶
に
浮
び
来
る
も
の
を
學
げ
て
も
、

長
野
學
士
の
奈
一
艮
縣
題
、
閥
野
博
士
の
奈
一
艮
縣
物
産
陳
列
場
、
武
田
學
士
の

勧
業
銀
行
等
が
や
4
古
く
、
近
頃
に
至
っ
て
は
歌
舞
伎
座
、
白
木
屋
、
泰
文

社
等
が
あ
る
。
併
し
こ
の
主
義
の
建
築
は
何
れ
か
と
云
へ
ば
物
ず
き
に
や
っ

た
も
の
で
、
員
面
目
に
研
究
し
て
、
此
の
系
統
を
稜
展
さ
せ
や
う
と
考
へ
た

事
は
な
い
ら
し
く
、
従
っ
て
敷
も
少
な
く
焚
逹
も
し
な
か
っ
た
、
若
し
も
う

少
し
員
面
目
に
此
の
主
義
に
没
頭
す
る
建
築
家
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
焚
逹
し

た
に
違
ひ
な
い
。
し
か
も
建
築
の
性
質
と
位
置
と
に
よ
っ
て
は
、
か
4

る
様

式
の
も
の
も
頗
る
面
白
い
と
思
ふ
。
余
は
泰
文
社
に
つ
い
て
は
建
築
の
性
質

と
し
て
は
い
4
が
、
位
置
の
上
か
ら
は
許
せ
な
い
と
云
っ
た
が
、
美
術
學
校

の
場
合
は
、
建
築
の
性
質
か
ら
も
位
置
か
ら
も
十
分
許
せ
る
と
思
ふ
。
否
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

木
造
と
す
る
な
ら
ば
最
も
面
白
い
様
式
の
撰
揮
で
あ
っ
た
と
信
ず
る
。
し
か

も
従
来
こ
れ
程
各
時
代
の
特
色
を
集
め
、
そ
れ
が
破
綻
な
く
調
和
し
て
、

一

種
の
新
し
い
表
現
を
作
っ
た
も
の
は
無
か
っ
た
。
―
つ
の
細
部
を
離
し
て
見

れ
ば
飛
鳥
と
か
藤
原
と
か
古
い
も
の
で
も
、
か
く
一
緒
に
集
め
た
時
は
一
種

新
し
い
感
じ
が
出
る
。
し
か
も
全
然
新
し
い
生
の
も
の
と
違
っ
て
、
各
々
其

リ
フ
ァ
イ
ン

の
時
代
に
洗
錬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
落
付
い
た
垢
抜
の
し
た
所

が
あ
る
。
勿
論
中
に
は
失
敗
し
た
細
部
、
或
は
も
う
一
層
よ
く
設
計
さ
れ
る

餘
地
あ
る
貼
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
小
さ
な
鋏
黙
で
あ
る
。

要
す
る
に
大
燈
に
於
い
て
斯
る
様
式
を
と
る
事
に
決
し
た
正
木
氏
と
、
ニ

百
分
の
一
の
圏
を
引
い
た
古
宇
田
氏
の
計
聾
と
そ
の
後
の
設
計
、
監
督
を
し

た
鳥
海
氏
の
意
匠
と
が
、
相
待
っ
て
斯
る
面
白
い
新
建
築
を
作
り
出
し
た
の

で
、
大
正
時
代
の
建
築
史
の
第
一
頁
に
特
記
さ
る
べ
き
も
の
だ
と
思
ふ
。

（
六
月
十
一
日
）

（
『
美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
九
号
。
大
正
二
年
七
月
一
日
）

④

開
校
満
二
十
五
年
紀
念
式
そ
の
他

大
正
三
年
四
月
二
日
、
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
の
式
典
が
行
わ
れ
、
併
せ
て

種
々
の
紀
念
行
事
が
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
本
年
が
本
校
の
授
業
開
始
（
明
治
―-
+

二
年
）
よ
り
二
十
五
年
目
に
当
た
り
、

ま
た
、

一
連
の
改
築
工
事
も
完
成
し
た
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